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資　料

特別な教育的ニ
ーズ の あ る中学生の 学業適応感 と学校 生活適応 感の 関係

　　一情緒障害特別支援学級 （固定）に在籍する生徒の本人 調査 か らの 実態一

渡邉は るか ・前川　久男

　情緒障害特別支援学級に在籍する特別な教育的 ニ ーズの あ る中学生 17名を対象とし

て質 問紙及び面接調査 を実施 した 。 目的は学業適応感の 実態を本人 か ら直接、把握す

る こ と と定型発達児で 指摘 され て い る学業適応 感と学校生活適応感 の 問に有意 な関係

性が あるか検討する こ とで ある 。 面接か らは 「勉強が楽 しい 」 と感 じる の は達成感や

満足感がある時で 、 75％ の 生徒が 学業満足感をもっ て い る こ とが示 された 。 さらに質

問紙か ら学業満足感 と学校生活適応感 に有意な相関関係が 見られたこ とか ら彼 ・彼女

らの 場合 も定型発達児と同様で学業適応感は学校生活適応感 と関係す る重要 な要因だ

と考 えられ る 。 また面接よ り 「勉強で 困る」 と感 じる時は 「わか らな い 」時で 、 対処

方法 は 「先生に助 けて もらう」 と い う回答が最 も多か っ た が、質問紙で は こ れ らの 関

係性 は有意で は なか っ た 。 学業困難感の 程度や ニ ーズ の 内容 に は個人差があ り、今後

は よ り丁寧な実態把握が必要 とされる 。
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　　　　　　　本人調査

1　 問題 ・目的

　学校不適応 を示す児童生徒 の 存在は、長 い 間

ず っ と教育現場が抱える課題 として議論 されて

きた 。学校不適応 に は 、不登校、い じめ 、学級

崩壊 、非行と様 々 な問題があるが 、 不適応の 背

景の
一

つ に学習面の 問題が挙 げられ て い る （高

橋 ， 2005）。 学校不 適応 の
一

例 で あ る不登校 に

つ い て は、不登校 の 主 た る きっ か け として学校

生活に起因す る もの が 13．4％ で ある と報告され

て お り、 中で も友人関係や学業不振が挙げ られ

て い る （文部科学省 ，2003）。ま た非行 と学習

面の 問題に つ い て 渡部 （2006）は少年院に 入院

時の 少年 の 基礎学力 の 低 下傾 向を挙 げて お り、

学校教育で学習面 に困難があ っ た状態が推察さ
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れ て い る 。 品川 （2006）は 、 少年院に入 院する

少年の セ ル フ エ ス テ ィ
ーム （SelfLEsteem）の 低

さを指摘 し、 で きない こ とへ の 自覚が影響 して

い る と考 えて い る。 学習面 の 困難 と不 適応の 関

係が様 々 な臨床像 より報告 されて い る 。

　近年は発達障害の ある子 ど もの 学校不適応 の

実態 を扱 っ た研 究が多数報 告 さ れ て い る （菊

池 ・高橋 ， 2006；高橋 ・谷 田 ・横谷 ， 2007 ；石

井 ・上 野 ， 2008）。 上記 の 研究 は何れ も情緒障

害通級指導学級の 中学生 を対象として お り、 実

態把握の 方法 と し て 担当教師に 回答を求め もの

で ある。菊池 ・高橋 （2006）は知的能力と学力、

学校生活、対人関係、社会性 の 問題の 実態 につ

い て、そ の 状態像を報告 して い る 。 個別知能検

査 （WISC −nl）の 結果、対象者29名中 、 軽度知

的障害 1 名を除 きボ ーダ
ー域 4 名を含め て 知 的

能力は通常の 範囲内で あ っ た とい う。 しか し実
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際の 習得学力は低 く、学年相応の 学力を有 して

い る例 はほ とん どい なか っ た と指摘 して い る 。

さ らに学習上 の つ まず きは小学校段階か ら顕在

化 しなが ら 、 中学校入学 まで 特別なケ ア を受け

て い ない 例が大半 で あ っ た と されて い る 。 学習

に つ い て い きた い と思 い なが ら も理 解 され ず 自

信 を失 っ て い っ た過程が想定 されて い る 。 また

通級 の 入級前 は友人関係 の トラブル か ら孤立 し

て友人が い な い 例 が大半で あり、学校生活の集

団場面 で孤 立 し 、 対人関係不全 に 陥 っ て い た と

い う事例が報告され て い る 。

　 また高橋 ら （2007） は、学校 不適応 の 内容 を

具体的なエ ピ ソ ー ドと共に挙 げ、その人数や割

合 を報告 して い る 。 対象者22名中 7 名に学習の

つ まずきや 体育の 授業が 嫌 い など学校の 授業が

ス トレ ス となり、 精神神経的症状 を呈 して い る

生徒が い る こ とが 指摘 され て い る 。 また非行 ・

行為 障害等 の 実態 に つ い て は、「苦手 な こ と、

特 に書 くこ とはや ろ うとしな い 」等非行に至 る

原因の 一つ として学習の つ まずきが あ っ た と想

定 され て い る 。 苦手な授業や学習 とい っ た学習

面 の 問題が 不適応 と関係し て い る ようで ある 。

　石井 ・上野 （2008）は 、 学習面 と行動面の 困

難の 実態に つ い て チ ェ ッ ク リス トを使用 し、そ

の 実態 を人数 と割合で 報告 して い る。学習面の

困難 につ い て、対象者111名の 中 、 全体 の 8 ％

に あ た る 9 名 に LD の 診断が あ る の に対 し て 、

LD 関係の 学習面 の 困難が 見 られ た の は通 級生

徒の 29名 である 26．1％ と大 きく上 回 っ て い る こ

とを指摘 し、行動面の 困難 に隠れが ちな学習面

の 困難 を把握 し、 支援 を行 う必要 を訴えて い る 。

また学習面 の 困難があ る とされ た発達障害 の あ

る生徒 20名の 内 17名が 高機能PDD で あ り、高機

能PDD 生徒の 場合も、対人 関係の 問題だ けで は

な く学習面の 困難を見落 と さな い ように 配慮す

る必 要が ある と指摘 して い る 。 行動面の 問題 に

つ い て は ADHD 関係の 困難が 30．6％ に あたる34

名 に 見 られ 、 割合の 高さが指摘され て い る。 こ

れ ら学習面や行動面 の 困難 を見落 とさずに適切

な支援 を行う必要があ る 。

　 こ れ らの 研究 に よ り発達障害の あ る 中学生 の

学校不適応 の 実態が明 らか に され、その 要 因に

つ い て 考察が なされて い る 。 特に注 目すべ きは 、

不適応 の要因の
一例 として 学習の つ まず きが指

摘され て い る点である （菊池 ・高橋 ， 2006；高

橋 ら，2007 ：石井 ・上 野 ， 2008）。 彼 ・彼女 ら

の 多 くは、明 らか な知的発達の 遅 れ を伴わ な い

が、境界知能の 子 ど もや認知能力 に偏 りが あ る

子 ども、 集団生活の 中に おける学習態度や 習慣

を身に付ける こ とが 難 しい 子 ど もであ る可能性

が高 い
。 不適応に至 る まで に 、 自身の つ まず き

に気づ き、つ まずきに対する解決が見出 され な

か っ た とい う過程が 考え られ る。

　学齢期の 学校生活にお い て学習面の 問題 は重

要 な要因だ と言える 。 橘 川 ・高野 （2007） は 、

学校生活の 大半の 時間が学習活動 に 費や され 、

教科学習を始め とする学習活動が 学校にお ける

主 た る活動で ある こ とか ら 、 学校適応感 を考 え

る際に 学習で の 適応は重 要 な要 因で ある と指摘

して い る 。 橘 川 ・高野 （2008） は 「学業成績が

伸 びる」 こ と に 魅力 を感 じる中学生の 学校適応

感が高 く、 その 伸 びを実感で きる こ とが適応感

を高め る 要因だ と して い る 。 中学生 の 場合 、 高

校進学へ 影響する学業成績へ の 関心の 強さが現

れ て い る の で は ない だ ろ うか 。

　 また小学生及び中学生 を対象とした何れ の 研

究 からも、 学業適応が学校生活適応 を示す学校

生 活享受感 情 と関係 す る こ とを指摘 して い る

（古市，2004）。 さ ら に渡邉 （2009）は学校生活

適応感 に対す る学業適応感 の 影響を指摘 し、特

に学業満足感 とい う要因に注目 して い る 。 学業

満足感 とは 、 学習 における楽 しさや わか っ た と

い う気持 ちを示 してお り、 こ の ような気持ちが

ある こ とが学校生活適応感 に とっ て重要で ある

と述 べ て い る 。

　学校生活適応感にお ける学業適応感の 重要性

は特別な教育的ニ ーズの ある子 ど もた ちに も共

通する こ とで はな い だろ うか 。 しか し彼 ・彼女

らの 学校生活適応感や 学業適応感の 実態は まだ

明 らか に され て い な い 部分が 多い 。 菊池 ・高橋

（2007）は
“
障害像 の 特徴 や指導の 在 り方に つ

い て 議論は多 い が 、

一人 ひ とりの 困難 ・ニ
ーズ
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特 別 な 教 育的 ニ
ー

ズ の あ る中 学 生 の 学 業 適 応 感 と学 校 生 活 適 応 感 の 関係

の 実態や指導後の 状態像の 変化に注目 した具体

的 な研究 は少ない
”

と指摘 して い る 。 そこ で 担

当教師に よる 回答か ら実態把握 を した研究 を報

告して い るが、あ くまで も担当教師か ら捉えた

実態で あ り、 必ず しも当事者で ある 本人の 感 じ

て い る実態 とは限 らない 。 こ れ まで に成人を対

象 とした 本人調査 は実施 されて い るが （高橋 ・

生 方 ， 2008）、学齢期 を対象 とした調査 は少 な

い
。 特 に学業適応感に焦点を当て た研 究は未着

手 とい っ た状態で ある 。

　そ こ で特別 な教育的 ニ ーズ の ある子 ど もの 現

在の 学業適応感を本人 か ら直接捉える こ とで 、

そ の 実態 を明 らか にす る必要が あ る と考える 。

また こ れ まで古市 （2004）や渡邉 （2009）が 定

型発達児に関 して指摘 して きた学業適応感 と学

校生 活適応 感の 関連を、特別な教育的 ニ ーズ の

あ る子 どもを対象とした場合で も検討す る必 要

があるだ ろ う。 渡邉 （2009）が 指摘する ように

学業適応感が学校生活適応感に影響を及ぼ して

い る の な らば、回答の 相関分析か ら有意 な関係

性が見 られる と仮定され る 。

　そ こ で 本研究で は情緒障害特別支援学級 （固

定） に在籍す る特別な教育的 ニ
ーズ の ある中学

生 を対象として 、学業適応 感及び 学校生活適応

感の 実態を本人調査か ら把握する こ とを 目的 と

す る。 個人の 要 因を踏ま えてそ の 実態 を検討す

る 。 また学業満足感 と学業困難感の 関係及び学

業満足感、学業困難感 と学校生活適応感 の 関係

を検討す る こ とで 、 定型発達の 子 ど もと同様 に

学業適応感 と学校生活適応 感の 間に 関係性が 見

られ るか検討する 。

1　方　法

　 1 ．対 　象

　都内 A 区にあ る中学校の 情緒障害特別支援学

級 （固 定） に在籍す る特別な教育的ニ ーズ の あ

る生徒 を対象 とした 。 対象 と した情緒障害特別

支援学級は A 区内に 1 校で あ っ た。調査協力者

とな っ た生徒 の 内訳は 以下 の 通 りである 。 中学

1年生 は 8 名 （男子 4 名 ， 女子 4名）、 2 年生

は 3名 （男子 2 名，女子 1 名）、 3 年生 は 6 名

（男子 5 名，女子 1 名）で あ り、医学的診断 を

受けた生 徒ある い は教育相談機 関にお い て 発達

障害の 疑 い が指摘 されて い る 生徒で ある 。

　 2．対象者及び対象学級の特徴

　 本学級の 生徒は、小学校の 時は通常の 学級 に

在籍 して い たが、学業や対 人関係 の 困難に よ り

本学級 に入級 した経緯がある生徒 で ある 。 中に

は小学校の 時に通級指導学級 を利用 して い た生

徒 も含むが 、 特に 支援 を受けて い な い 生徒 もい

る 。 先行研究で は情緒障害通級指導学級 の 生徒

を対象として い たが 本研究の 対象は固定式学級

の 生 徒 で あ る 。 入 級 の 対 象 と な る 生 徒 は 、

LD ・ADHD ・高機能 自閉症 等 の 発達障害 の あ

る生徒で あ り、明 らか な知的 な遅れ を伴 わな い

生 徒で ある。先行研究 （菊池 ・高橋 ，
2006 ；高

橋 ・谷田
・
横谷 ， 2007 ；石井 ・上野，2008）で

対象とな っ た生徒と同様の 障害種で あ り、 大 き

な違い は ない と言 える 。 た だ し通級と固定とい

う学習形態の 違 い が ある 。

　本学級 は固定式で あるが 交流及び 共同学習を

推進 して い る とい う特徴がある 。 自校 内の 特別

支援学級 に在籍 しなが ら、教科学習の 時 間は
一

人ひ と りの 実態に応 じて 通常の 学級 で学習する

形態 を採用 して い る 。 よ っ て 生徒に よ っ て は 、

全教科 を通常の 学級で 学習する 生徒 もい るが、

ホ
ーム ル

ーム や給食等の 学級活動の 時間 は特別

支援学級で過 ごす とい う特徴が ある 。

　 3．調査期間及び調査手続 き

　面接調査 は 2009年11月〜12月にかけて 、 ホー

ム ル ーム の 時間、休み時間、放課後等を利用 し

て 、 個別 に実施 した。面接調査 の 後、2010年 2

月末か ら 3 月にかけて 質問紙調査 を実施 した 。

調査協力を得る にあた り、 生 徒 には事前に調査

目的 を説明 した 。 さらに個人が特定で きる形で

第 3 者には公表 しない こ と、 研 究以外の 目的に

使用 しない こ と、調査協力が で きな い 場合 で も

学校の 成績に は
一切影響 しな い 等の 配慮事項 を

確 認 した 。 上 記の 事項 に つ い て書面 を配布 し、

さらに 口頭で 説明 をした 。 同意書に て同意 を得

られた 場合に調査 を実施 した 。 保護者に は学級

担任 を通 じて 説明を し、同意 を得た 。
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　 4．調査内容

　面接調査で は 、 現在の 自己の 学業 に関す る評

価や学習状況 に つ い て聞 き取 っ た 。 具体的に は

学業適応感 と して 「勉強が楽 しい と感 じる の は

どの よ うな時か」、「勉強で 困 っ て い る と感 じる

の は どの ような時か」、 また 「困っ た 時の 対処

方法」につ い て 聞 き取 っ た 。 さらに学校生活適

応感 とし て 現在の 学校生活の 様子や 学校 に対 し

て 感 じて い る こ とに つ い て 幅広 く聞 き取 っ た 。

なお面接は筆者 と区教育委員会所属の 特別支援

教育の 専門官が実施 した。所要時間は
一

人 につ

き約 15分程度で あ っ た。

　 また質問紙で は渡邉 （2009） の 学業適応感 、

学校 生 活適応感につ い て調査 した 。 「とて もそ

う思 う」「少 しそ う思 う」「あまりそ う思わ な い 」

「全 くそ う思わな い 」の 4 件法で 回答を求め た 。

本研究で は学業適応 感 に つ い て は 「勉強が楽 し

い と感 じる こ とが ある」「勉強がわ か っ た とい

う満足感を感じる こ とが ある」 の 学業満足感に

関する 2 項 目と「勉強で 困 っ て い る こ とが ある」

「勉 強 をし て い て わか らな い と感 じる こ とが あ

る」「勉強 を し て い て 誰か の 助 けが 欲 しい 時が

ある」の 学業困難感に関する 3 項 目を使用 した 。

学校生活適応感に つ い て は 「私 は学校が好 きで

ある 」「学校は楽 し い と思 う」 の 2項 目を分析

に使用 した 。

　 5．分析の 方法

　面接調査の 結果は各質問に対 する 回答デ
ー

タ

を言語化 して 、

一つ の エ ピ ソ
ー

ドご とに抽 出 し

て 、内容に よ りカ テ ゴ リ
ー

を整理 した 。 面接者

2 名が 各 自で 整理 し、さ らに非面接者 も交 えて

内容 とカ テ ゴ リ
ー

の妥当性の確認を行 っ た 。 話

し合 い を通 じて最終的 に意見が
一

致 した カ テ ゴ

リ
ーを採用 した 。

　面接 調査 に よ り質 的な部分 を捉え る と同時

に 、 客観的な指標として量的に検討 で きる質問

紙調査 の 結果を併せ て 検討す る こ と に した 。 質

問紙調査 の 結果 は記述 統計で まとめ、さ らに各

項 目の 相関関係を検討 した 。 なお統計的分析 に

は SPSS ．　 Ver12の 統計パ ッ ケージを使用 した 。

　 なお本人 の 希望や 欠席等に よ り面接ある い は

質問紙調 査の 片方 しか受 けて い な い 生徒 4 名

（2 年女子 は面接デ
ー

タ の み ， 1 年男子 1 名及

び 3 年男女各 1 名は質問紙 デ
ータ の み）を含む

が デ ータ 数を確保す る 為に 分析 に使用する こ と

と した。

皿　結　果

　 1．学業適応感の 実態 （面接調査よ り）

　 （1）楽 しい と感 じる時に つ い て ：勉強が楽 し

い と感 じる時に つ い て 質問 した と こ ろ、以下 の

よ うな回答を得た。 1年生 7 名の 結果 は以下の

通 りで あ る。最 も多か っ た回答は 「特 に ない 」

の 3 名で あ り、 男子 2 名 （注 意欠 陥多動性 障

害 ；以下ADHD
， ア ス ペ ル ガ

ー
障害 ：以 下AS ）

と女子 1 名 （自閉症 ＋ 境界知能）が回答 した 。

「あ る」 と回答 したの は 4 名で 、最 も多か っ た

の は達 成感や 学習意欲 に 関する 回答 を した 2 名

で あ り 「数学の 問題 をや っ て い る時、小学校 よ

りもで きる よ うに な っ た か ら （男子，広汎性発

達 障害 ；以下 PDD ＋ 書字障害）」「新 しい こ と を

覚 える こ とが 楽し い （女子 ， 高機能 自閉症 ；以

下HFA   ）」 と回答 した 。 その 他 に少数意見と

して 「ゲ ーム 形式 の 授 業 の 時は楽 し い （女子 ，

選択性 か ん も く）」 とい う授業内容 に言及 した

回答が 1名 い た 。 HFA   の 女子 1 名は 、楽 しい

時があ る と回答しなが ら具体的なこ とは答 える

こ とがで きなか っ た。

　 2 年生 3 名の 結果 は以下の 通 りで ある 。 最も

多か っ た 回答は達成感や満足感に言及 した もの

で あ り、 「授業 に よ っ て 変わ る 。 数学以 外は 別

に （楽 しい ） （男子 ， ADHD ）」「1 年生 と
一

緒

に 勉強 して い る 時 は わか る か ら （女子 ，AS ）」

と 2 名が 回答 した 。 そ の 他 に 「楽 しい と感 じる

こ とは、ない こ とは な い けど具体的に は無理

（言 えな い ）（男子 ，HFA ）」と説明で きな い 者

が 1 名い た 。

　 3年生 4名の 結果 は以下 の 通 りであ る 。 達成

感や 満足 感に 言及 した 回答が 3 名 と最 も多 く、

「得意教科の 時 （男子 ， 境界知能  ）」「作文が

うまく書けた時や計算 がで きた時 （男子，境界

知能  ）」「自分は勉強が 得意な方だか ら楽 しい
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（男子 ，AS ）」 と い う回答が あ っ た 。 その 他 に

「特に な い （男子 ， 自閉症 ＋ 境界知能）」 と回答

した者が 1 名い た 。

　 全体 で は、達成感や満足感に言及 した回答が

7 名と最 も多 く、 次い で 授業内容に言及 した 回

答が 3 名で あ っ た。また具体的に言語化で きな

い 者が 2 名い た 。

　 （2）困 っ た と感 じる時 と対処方法に つ い て ：

困っ た と感 じる時とその 時の 対処 に つ い て質 問

した とこ ろ、以 下の ような回答を得た 。 1 年生

の 回答で 最 も多か っ た の は苦手教科や わか らな

い 時に言及 した内容 の 4名 で あ り、 3 名は対処

方法と して 「先生 に教 えて もらう」と回答 した 。

1 名は 「説明の 時に言葉で言われ ただけで は理

解 で きない か ら困る 。 特 に何 もし て い な い （女

子 ， HFA   ）」 と具体的 な困難点 を挙げた ， 女

子 2 名は 「ない （自閉症 ＋ 境界知能）」「勉強は

わ か る （HFA   ）」 と特に 困 っ た と感 じる 時は

な い と回答 した 。

　 2 年生で も苦手教科 や わか らな い 時に 関す る

回答が 2名 と最 も多 く、 「数学が全 然解 けな い

か ら困 っ て い る。 何 もしな い 。 人 に 聞 くの も面

倒 くさ い か ら寝て い る （男子 ， ADHD ）」 「わ か

らない 時 。 先生 を呼ぶ （女子，AS ）」 と回 答 し

た。そ の 他 に 「課題が多す ぎるか ら。放課後残

っ て先生に教えて もらい なが らや っ て い る （男

子 ，HFA ）」 と
一

人 で 課題 に 対処で きない こ と

を困難点 として 挙 げた者が 1 名い た 。 具体的な

困難点を挙げた者 は 2 名で あ っ た 。 対処方法は

1 年生 と同様で 「先生に教 えて もらう」が多 く、

2名が 回答した 。

　 3 年生 では 、 4 名の 男子全員が 「わ か らな い

時」 と回答 し、内 2名が 「計算や 単語が わ か ら

な い 。先生に相談 して い る （男子，境界知能  ）」

「理科の 電流 が わ か らな い 。 苦手な こ とに時 間

を割い て 学習 して い る。 わ か らな い 時は先生 に

聞 く （男子，AS ）」等、具体的な内容 を挙げて

回答 した 。 具体 的な内容が出て こ なか っ た 2名

と も対処方法 と して 「先生 に 教えて もらう」 と

回答 した 。

　全体で は、困 っ た と感 じる時が ある と回答 し

た の は 11名で あ り、 最 も多か っ た の が 「わか ら

な い 時」 の 10名であ っ た 。 困 っ た と感 じる時が

ある者の 内、対処方法があ る と回答した の は 9

名で あ り、 主な対処方法 と して 「先生に助けを

求め る （聞 く， 教 えて もらう）」 と回答が あ っ

た。また困 っ た と感 じて も対処方法が ない 者が

2 名い た 。

　 2．学校生活適応感の 実態 （面接調査よ り）

　 現在の 学校生活に つ い て 聞 き取 っ た と こ ろ 、

以 下 の よ うな回答を得た 。 1 年生 で 多 くみ られ

た回答 は 「小学校 と違 っ て学校に行 くの が嫌で

は な くな っ た （男子 ， PDD ＋ 書字障害）」、「勉

強に少 しつ い て い ける ように な っ て きた （男子 ，

AS ）」」 と小 学校 と比較 して の 自己の 変化 に言

及したもの であ り、 2名 い た 。 また 「い じめ が

な い 学校で嬉 し い （女子 ，
HFA   ）」、 「先 生が

優 し くて 楽 し い （女子 ， 選択性 かん も く）」 と

学校 の 良 い 面 に言及 した 回答が 2 名、「学校は

楽し い （女子 ， HFA   ）」 と回答 した が具体 的

に は 回答で きなか っ た者が 1名 い た 。

一方で 少

数意見で あ っ たが 「み ん な と同 じ学校に 転校 し

た い （男子 ， ADHD ）」、 「特 に な し （女子 ，自

閉症 ＋ 境界知能）」 とい う回答がそれぞれ 1 名ず

つ い た 。

　 2年生で は学校 に 関す る悪 い 面 を回答 した者

が 2名 と多 く、 「学校 はあ ま り楽 し くな い （女

子 ， AS ）」「学校 に 嫌 な友 だ ち い る （男 子 ，

HFA ）」 とい う回答があ っ た 。 少数だが 「学校

は ほ ぼ楽 し い け ど、 うざ い や つ が い る （男子 ，

ADHD ）」 と学校の良 い 面 と悪 い 面 を回答 した

者が 1名 い た 。

　 3 年生 で は学習面の 自己 の 変化に言及 した回

答が 最 も多 く、「勉強が少 しで きる よ うに な っ

た （男子 ， 境界知能  ）」、「勉 強をが ん ば れ る

よ うに な っ た （男子 ， 自閉症 ＋境界 知能）」と

2 名が 回答 した 。 少数意見 として 「特 に楽 しい

こ と はな い （男子 ， AS ）」 と回答 した 者が 1 名

い た 。 また学校生 活に つ い て 特に回答 しなか っ

た者 （男子，境界知能  ）が 1 名い た。

　全体で は、現在の 学校生活 に つ い て 自己の 変

化 を肯定的に評価 した回 答が 4 名 、 学校に 関す
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る否定的な回答が 4 名と同率で 最 も多か っ た 。

そ の 他に は学校の 良い 面 に 関す る 回答が 2 名 、

良い 面 と悪 い 面の 両方 に言及 した 回答が 1 名 い

た 。 また具体的 に話せ ない 、 特 に話す こ とはな

い とい う回答が 3 名 い た 。

　 3．適応感の実態 （質問紙調査よ り）

　各適応感 に対す る質問の 回答の 実態に つ い て

報告す る 。 「とて もそ う思 う」か ら 「全 くそ う

思わ ない 」の 4 件法の 回答に つ い て 、 そ の 人数

の 内訳 をTable　lに 示す 。

　（1）学業満足感の 単純集計 ： 「勉 強が 楽しい

と感 じる こ とが ある （以 下 「勉強が楽 しい 」 と

する）」 とい う質問に対す る 回答を以下 にま と

め る 。 「と て もそ う思 う」 5名 「少 しそ う思 う」

3 名 、 「あ ま りそ う思 わな い 」 3 名 「全 くそ う

思 わ ない 」 5 名で あ っ た 。 16名 中 8 名 （50％）

は勉強が 楽 しい と い う肯 定的 な評 価 を した。

　次 に 「勉強が わか っ たとい う満足 感を感 じる

こ とがある （以下 「わ か っ た満足感」 とする）」

と い う質問に対 す る 回答 を以下 に ま とめ る 。

「とて もそ う思 う」 4 名 「少 しそ う思 う」 8 名 、

「あ ま りそ う思わ ない 」 1 名 「全 くそ う思 わ な

い 」 3 名で あ っ た 。 16名中12名 （75％） はわか

っ た と い う満足感が ある とい う肯定的な評価 を

した 。

　（2）学業困難感の 単純集計 ：質問紙で 「勉強

を して い て わか らない と感 じる ことが ある （以

下 「わ か らない 」 とす る）」 と い う質問に対 す

る 回答 を以下 に まとめ る 。 「とて もそ う思 う」

7 名 「少 しそ う思 う」 5 名、「あ ま りそ う思わ

な い 」 1 名 「全 くそう思 わ ない 」 3 名で あ っ た 。

わ か らない と感 じる こ とがある と回答 したの は

16名中12名 （75％）で あ っ た 。

　次 に 「勉 強で 困 っ て い る こ とが ある （以 下

「困 っ て い る」 とす る）」 とい う質問に対する回

答を以 下 に ま とめ る 。 「とて もそ う思 う」 6名

「少 しそ う思 う」 6 名、「あ ま りそ う思わ な い 」

2 名 「全 くそ う思わな い 」 2 名で あ っ た。困 っ

て い る と回答したの は 16名中 12名 （75％）で あ

っ た 。

　次に 「勉強 をして い て誰か の 助けが ほ しい 時

が ある （以 下 「助けが ほ しい 」 とす る）」 とい

う質問 に 対す る 回答 を以 下 に ま とめ る 。 「とて

もそう思 う」 9 名 「少 しそ う思 う」 4 名 、 「あ

まりそ う思わ な い 」 3 名 で あ っ た 。 助 けが欲 し

い と回答 した の は 16名中 13名 （約 81％）で あっ

た 。

　 （3）学校生活適応感の 単純集計 ： 「学校が好

きで ある （以 下 「学校が好 き」）」 とい う質問に

対す る 回答を以 下 に まとめ る 。 「とて もそ う思

う」 4 名 「少 しそ う思 う」 5 名、「あ ま りそ う

思 わな い 」 4 名 「全 くそ う思わない 」 3 名で あ

Table　1　各質問に対す る 回答の 内訳 （単位 ：人）

適応感

の 種類
質問項 目

全 く

（1点）

あま り

（2点）

少 し

（3 点）

とて も

（4点）

学業適応感　　 勉 強が楽 しい

（満足感）　　 わ か っ た満足 感

rD3 31 38 尸
D4

　 　 　 　 　 　 わ か らない

学業適応感
　 　 　 　 　 　 困 っ て い る
（困難感）

　 　　　　　 助けが ほ しい

320 12

つ

」

FD

ρ
04

7
ρ
OQ

げ

学校 生 活

適応感

学校が好 き

学校が楽 しい

9
σ

3

4
厂
0

尸

04
」
4

」
4

注）各質問項 目名は略称を使用
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っ た 。 学校が好 きだ と回答 したの は16名中 9名

（約56％）で あ っ た 。

　 次 に 「学校 は楽しい と思 う　（以下 「学校が楽

しい 」）」 と い う質問に対する回答を以下 に まと

め る 。 「とて もそ う思 う」 4 名 「少 しそ う思 う」

4名 、 「あま りそ う思わ ない 」 5 名 「全 くそ う

思 わ ない 」 3 名で あっ た 。 学校が 楽 しい と回答

した の は 16名中 8 名 （50％）で あ っ た 。

　 4 ．相関関係の分析

　質問紙の 各項 目の 回答 に対 して 「とて もそ う

思 う 4 点」「少 しそ う思 う 3点」「あ ま りそ う思

わ な い 2 点」 「全 くそ う思 わ な い 1 点」 とい う

得点を付与 し、 各項 目に つ い て Pearsonの 相関

分析を実施 した （Table　2）。

　 （1）学業適応感の 関係 ： 「わか っ た満足 感」

と 「勉強が楽 しい 」の 間に 1 ％水準で正の 有意

な相関が あ っ た （r ＝．730，　p ＜．01）。 「わか っ た満

足感」 と 「わ か らない 」の 間に は 1％水準で負

の 有意な相関があ っ た （r　＝ 一．662
，
　p く．Ol）。 また

「勉強が楽 し い 」と 「わか らな い 」の 間に 5 ％水

準で負 の 有意 な相 関があ っ た （r ≡一．502，p く ．05）。

さ らに 「勉強が楽 しい 」と 「助 けがほ しい」の 間

に 5％水準で 負の 有意な相関が あ っ た （r −一．523，

P く ．05）。

　
一

方 「困 っ て い る」と 「わ か らない 」の 間に

は有意 な相関は なか っ た 。 「困 っ て い る」 と

「助けが ほ しい 」の 聞 に も有意な相関は なか っ

た 。 また 「わか らない 」 と 「助 けがほ しい 」の

問 も同様で有意 な相関は なか っ た 。

　（2）学校生活適応感の 関係 ： 「学校が楽 しい 」

と 「学校が好 き」の 問に 1 ％水準で有意な正 の

相関が見 られた （r ＝．862，p く．01）。

　 （3）学 業適応感 と学校生活 適応感の 関係 ：

「学校が好 き」と 「勉 強が 楽 しい 」の 間に 5 ％

水準で 正の 有意 な相関が あっ た （r −．58ユ
，p く ．05）。

また 「学 校 が 楽 し い 」 と 「勉 強が 楽 し い 」

（r ＝．747
， p ＜ ．01）、「学校が楽し い 」 と 「わか っ

た 満足 感」 （r ＝ ．622，　p 〈 ．05） の 間に それ ぞ れ

5 ％水 準で IEの 有意な相関が あ っ た 。

一方 で

「学校が好 き」「学校が楽し い 」と 「学業困難感」

の 3 項 目とは何れ も有意な相関は なか っ た 。

N 　考　察

　 1 ．面接及び質問紙調査に よる実態 から

　情緒障害特別支援 （固定）学級に在籍す る特

別な教育的 ニ ーズ の ある中学生 を対象とし た 面

接 及び質問紙調査 よ り、 彼 ・彼女らの 学業適応

感及び学校生活適応感に つ い て 検討した 。

Table　2　各質問項目の相関関係

わ か っ た

満足感

わ か ら

な い

困 っ て

い る

助けが

ほ しい

学校が

好 き

学校が

楽しい
c31

勉 強が楽 しい
［1｝

わか っ た満足感
ω

わか らな い
｛2）

困 っ て い る
C2，

助けが ほ しい
［2〕

学 校が好 き
C3，

．730＊＊
一．502＊

「 662＊＊

一．449
−．185

，335

一．523＊
一．306

　 ．430

　 ．240

581 ＊

．402
−．503
−．178
−．057

．747＊＊

．622＊

一．158

−．177
−．180

．862＊＊

＊ 5％水準 で有意，
＊ ＊ 1％水準で 有意

　　　 注）各質問項 目名は略称を使用

　　　
「Lエ

：学業適応感 （学業満足感）

　　　 〔21
：学業適応感 （学業困難感）

　　　
［3丿

：学校生活適応感
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　 （1）学業満足感に つ い て ：面接調査で 、楽 し

い と感 じる時に つ い て具体 的に聞 き取 っ た とこ

ろ、75％ の 生徒が 楽 しい 時が あ る と回答 した 。

また 質問紙で は 50％が 「勉強が楽 しい 」、 75％

が 「わか っ た と い う満足感が あ る」 と回 答 し

た 。

　こ れ まで の 研究 は特別な教 育的 ニ
ーズの ある

児童生徒の 不適応 を扱 っ た研 究が殆 ど で あ り、

不適応の 実態が明らかに されて きたが適応 を扱

っ た研究は見当た らない 。 本研究か らは、特別

な教育的 ニ ーズ の あ る彼 ・彼女 らは不適応 の リ

ス クが高く、困難場面もある こ とが想定される

が、学業満足感 を持 っ て い る 生 徒が75％で あ り、

か な りい る こ とが明 らかに な っ た。

　本学級 の 生徒は全員小学校で は通常 の 学級 に

在籍 して い た 。

一
部の 者は通級指導学級 を活用

し た 支援 を受けて き たが、多 くは通常の 学級 で

苦慮 して い た生徒た ち で ある 。 本学級 に 入級 し

た こ とで初めて 自分 にあ っ た学習支援 （難易度

や形態） を受けた生徒 が多 くい る 。 わか る よ う

に な っ た 、 で きる よ うに な っ た とい う肯定的な

経験 が 、 満足感に影響 して い る と考 え られ る 。

特に 1 年生 の 場 合、小学校 と比 較 して の 意見が

見 られた。また 3年生の 場合は、進路 を意識 し

て 自己 を見つ め る機会が あ り、 よ り具体的に 自

身の 学業につ い て振 り返るこ とがで きたので は

な い だろ うか 。

　 2 年の 男子生 徒 （ADHD ）は、勉 強に対する

拒否感が強 く、質問紙 の 回答で は楽し い と感 じ

る時 は全 くない として い た 。 面接で も最初は楽

しい 時は あま りな い と話 して い たが 、 話 をする

うち に 「○○先生 の 授業 は楽 しい 」等 とい う言

葉が 飛び 出 し、楽し い と感 じる場面 を語 る こ と

がで きた 。 対話形式 の 面接の 中で 、言語化する

うちに 自分の 気持 ちや 考えに気づ くこ とが で き

たの では な い だろ うか 。 こ の よ うに楽しい と感

じる程度は低 い もの の 、どの よ うな時に楽 しい

と感 じる の か イ メ ージする こ とが で きる者が含

まれ て い る可 能性が ある 。 面接 と い う自由な回

答が で きる場面で は対話を通 じて 自己 を振 り返

るこ とがで きる生徒 がい た一
方で、言語化が 難

しい 生徒 もい たこ とも指摘 で きる 。 質問紙 や面

接 で 楽 しい 時が ある と回 答した に も関わ らず、

具体的 に言語化 で きな か っ た 1 年の 女子 生 徒

（HFA   ） は 、 質問 に対 して 「は い 、 い い え」

で答える こ とはで きて も 「どの よ うな時か」 と

い う質問の 意図を理解す る こ とが 難 しか っ た よ

うで ある 。 高機能 自閉症 と診断 されて い る 生徒

は他に もい るが、彼女 の 場合は 自閉症 の 特性が

より強 く現れ てお り、抽象的な質問に対する理

解が 難し く、また 自分の 状態 を言語化す る こ と

も苦手で あ っ た と考 えられる 。 明 らか な知的発

達 の 遅れは な くて も障害特性として 、言語化が

難 しい 生徒が い た こ とが 指摘で きる 。

　 （2）学業困難感 に つ い て ：面接 に より、困 っ

た と感 じる時 として約 69％か ら「わか らない 時」

と い う回答が あ り、質問紙か ら も75％ が 「勉強

で 困っ て い る こ とが あ る」、「勉 強を して い て わ

か らな い こ とが ある」 と回答があ っ た 。 さ らに

約81％が 「勉強を して い て 誰かの 助けが欲 しい

時が ある」 と回答 した 。 従来か ら学習の つ まず

きが 指摘 されて きたが 、 本研究にお い て も本人

が困難 を感 じて い る こ とが 示 された ， また困 っ

た と感 じる時に関す る質問の 時は 、 楽 しい と感

じる時 の 質問よ りもス ム ーズ に 回答する 者が 多

か っ た 。こ れ は彼 ・彼女 らが 日常で よ り強 く学

業困難 を感 じて い るこ とが影響 して い る可能性

が考え られ る 。

　 しか し困 っ た時 として挙げ られた 「わか らな

い 時」 に つ い て、さ らに掘 り下 げた 質問に なる

と回答で きない 者が い た 。 1年生で は具体的に

回答で きたの は 1名の み （女子，HFA   ）で あ

り、 2年 と 3 年で も各 2 名ず つ の みで あ っ た 。

「わか らな い 」と い う感覚 はあ っ て も、具体的

に 説明す る こ と に 困難が見 られ た 。

　 面接 で は 困 っ た 時 の 対処 方法 に つ い て 、約

82％が 「先生 に教 えて もらう」 と回答が あ り、

残 り約 18％ が 対処方法 を とっ て い な い と回答 し

た 。 多 くの 生徒は困難感が あ りなが ら も解決の

為の 何 らか の 手段 を持 っ て い る と考 えられ る 。

しか し具体的に 困 っ て い る こ とを説明する こ と

が難 しい 生徒 の 場合 、 適切な支援 を得る こ とが
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難 しくな っ て い る可能性がある 。 それで も助 け

を求め る とい う援助要請ス キ ル を持 っ て い る こ

とで何 らか の 支援に 結び つ くこ とが 期待さ れ

る 。 教師側に も一人ひ とりの 具体的な困難点を

把 握 して 対応す る こ とが 求め られ る の で は な い

だ ろ うか 。

　 こ こ で 対処方法をと っ て い ない 生徒の こ とを

考える必要が ある 。 対処方法をと っ て い な い と

回 答した 2 年の男子 （ADHD ）は学習意欲が低

く、 諦 め る 習慣 が 身に 付い て い る生徒で ある 。

彼 は全教科 の 学習で 交流及び共同学習 に参加 し

て お り、通常の 学級 で学習 して い る 。 困難感が

ある 時に すぐに 助けを求め る こ とが難 しい 環境

に ある 。 彼 は小学校 の 頃は みん な と
一

緒の 学習

に参加で きず、別室 で別課題 をして きた生 徒で

ある 。

一
方、同じ よ うな学習環境 にあ る 2 年の

男子 （HFA ） は学習意欲が 高 く、放課後や 休み

時 間を活用 して わか らな い こ とや で きなか っ た

こ とに対 して 対処 しよ うと行動で きて い る 。 彼

は 小学校 よ り通 常の 学級 で 学習 し て きて お り、

高校進学 の 意識 も強 い 生徒で ある 。 困難感 に対

す る対処 に は学習意欲が 関係して い る と考 えら

れ、学習意欲の 背景 に は こ れ まで の 様々 な経験

が 影響 して い る と考え られ る 。

　また 同様に対処 して い ない と回答 した 1 年の

女子 （HFA   ）も、一
部の 教科で 交流及 び共同

学習に参加 して い る生 徒で ある 。 言葉で の 指示

の み で は理 解が難 しい と語 っ て い た 生徒で あ

る 。 学級 内で の 少人数授業 と集団授業で の 言語

指示 の 理 解度は 異 なる と考えられ 、特に理解 困

難で ある集団授業内で は対処がで きて い ない と

い う実態が 考え られ る 。 彼女の 場合 、 交流及び

共 同学習 に支援の 教 師が 付 き添い を して い る

が 、 困難時 に 自ら助けを求め る こ と は 殆どな い

と言 う。 他 の 生 徒が い る前で は、言 い に くい と

い うこ とで あ っ た 。 困難感 に気づ い て も適切 な

支援 を求め る こ とが で きな い 現状が ある 。

　（3）学校生活適応感 に つ い て ：質問紙で 50％

が 「学校が 楽 しい 」、56％が 「学校が好 き」 と

回答 した 。 その 中に は 自己 の 肯定的な変化を回

答 した 4 名が含 まれ て お り、特に 学習面 の 変化

に つ い て 回答 した者が内 3 名 い た 。 1 年生の 男

子 （AS ）は 、小学校の 頃を振 り返 り、「全 く勉

強に つ い て い くこ とが で きな か っ た」が 「中学

校で は勉強に つ い て い くこ とがで きる よ うにな

っ た」 と語 っ て い る 。 学習 の 場が通常の 学級か

ら特別支援学級にな っ た こ とで、学習形態や学

習内容が 変化 し、能力に応 じた課題 と支援 に よ

りで きる こ とが増えた よ うで ある 。 また 3年生

の 男子 2 名 （境界知能   ， 自閉症 ＋ 境界知能）

も同様で ある 。

　こ の よ うに学校生活の 大半の 時間が学習時間

で ある為に 、学業に関する要因が 学校生活適応

感 と密接 に 関係 して い る と考え られ る。発達障

害のある生徒の 学校不適応の 実態 に つ い て 、 担

当教師を対象とした様々 な調査の 結果か ら、 不

適応の 原因の
一

つ として学習面の つ まず きが指

摘 されて い た （菊池 ・高橋 ， 2006 ；高橋 ・谷

田 ・横谷 ，
2007 ：石井 ・上 野，2008）。本人を

対象とした本調査か らも学校生活適応感 と学業

適応感の 問に何 らか の 関係性 がある と考 える こ

とがで きる。

　その 他 には友人関係や 教師との 関係に関 する

回答があ り、 古市 （2004）が 指摘 する よ うに、

学校生活適応 に お ける学業適応 と人 間関係適応

の 重要 さが示唆 された 。

　 2．学業適応感 と学校生活適応感の 相関関係

　 　 か ら

　（1）学業適応感内の 関係に つ い て ：学業満足

感 の 「勉強が楽 しい 」 と同 じ学業満足感の 「わ

か っ た満足感」及び学業困難感の 「わか らない 」

「助けが ほ しい 」 の それぞ れ の 項 目間 に有意 な

相 関関係が 見 られ た 。 また 「わか っ た満足感」

と 「わか らない 」の 問に も有意 な相 関関係が 見

られ た。

　勉強が わ か る こ と と勉強の楽し さには深 い 関

わ りが ある と言 え る。 面接で も勉強が 楽し い と

感 じる時 に つ い て 満足感や達成感に 関する言及

をした生徒が い た こ とか ら も裏づ けで きる 。 ま

た困 っ た 時の 対処 と して 先生 に助けを求め る と

回答した者が 多 くい たこ とか らも、わかる よ う

にな りた い 、 で きる よ うに な りた い とい う気持
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ちを汲み取る こ とが で きる 。 しか し全員が 困難

感に対する対処が で きて い るわけで はな く、先

に挙げた 1 年の 女子 （HFA   ） の よ うに助 けを

必要 としなが ら適切 な支援を得て い な い 者もい

る 。 また どの よ うに困 っ て い るか言語化 して伝

える こ とが苦手な生徒 がお り、 その 為に うま く

伝わ らな い で 解決に 至 らな い 可 能性 も考え られ

る 。

　また面接 で は 「勉強で 困っ た と感 じる時」と

して 「わか らな い 時」 と回答する者が多 くい た

が 、 質問紙の 回答か らは有意 な関係性は見 られ

なか っ た 。 さら に 困 っ て い る時 の 対処方法 と し

て先生 に助 けて もらうとい う回答が多 く挙げ ら

れたが、「勉強 で 困っ て い る」 と 「助 けが 欲 し

い 」の 間に も有意な関係性 は見 られなか っ た 。

　こ の 面接 と質問紙の 回答にお けるずれ は、回

答方法の 違 い が影響 して い る可 能性が あ る 。 質

問紙の よ うに 困 っ て い る度合 い や わ か らない 度

合 い などを 4 件法で 強制選択す る回答方法と面

接の よ うな自由な回答方法で は表現 の 仕方に違

い が現れ た可 能性が あ る。 「わか らない 」、 「困

っ て い る」、「助けが ほ しい 」 の それぞれの 度合

い とお互 い の 関係性 は複雑で あ る 。 「わか らな

い 」で 「困 っ て い る」者 もい れば 「わか らな い 」

が 「困 っ て い な い 」者 もい る。また 「困 っ て い

る」、 「助 けが ほしい 」者 もい れ ば 「困っ て い る」

が 「助 けはほ しくない 」者もい る と い うよ うに

単純な関係には な い よ うで ある 。 また感 じて い

る、思 っ て い る こ と と実際に 行動 して い る こ と

を別で ある可能性 もある 。 面接で は 困 っ た時に

助けを求め る と回答 したが、助 けに対する ニ
ー

ズ に は個人差があ り、 実際の程度は明 らか で な

い o

　本調査で は標本サ イズが小 さ く、今後さ ら に

デ
ー

タを増や して 「学業困難感」内におけるそ

れ ぞ れ の 関係性に つ い て 検討する余地がある と

言える 。

　 （2）学校生活適応感 との 関係 ： 「勉強が楽 し

い 」や 「わ か っ た満足感」は 「学校 が 楽 しい 」

と相 関関係 にあ り、学校生活にお ける楽 しさ と

学業満足感の 関係が示唆され た 。 また 「勉強が

楽 しい 」 と 「学校が好 き」の 間に も有意な相関

関係が見 られた 。

　こ れ まで発達障害の ある生徒の 学校不適応 に

関する研究 （菊池 ・高橋，2006 ；高橋 ・谷田 ・

横谷 ， 2007 ；石井 ・上 野 ， 2008）で 指摘 されて

きた 不適応 の
一

因 と して 学習 面の 要 因に つ い

て 、 本調査か らも学校生活適応感と学業適応 感

の 間に
一

部、関係性が 見られ た 。 よ っ て こ れ ら

の 実態をほぼ 支持す る こ とがで きた と言える。

　特 に渡邉 （2009）が指摘する ように学校生活

適応感にお ける学業満足感 とい う要因の 重要性

が 指摘で きる 。 定型発達児 と同様 に特別な教育

的 ニ ーズの ある 中学生 で も、同様 の 傾 向が 見ら

れた と言える の で は ない だろ うか。また面接で

も学校生活に つ い て 聞き取 っ た 際に、学習面の

自己の 変化 に 関する言及が見 られ、学校生活に

お ける学業満足感の 位置づ けが示唆され た と言

える。

　従来 の 研 究 （菊池 ・高橋 ， 2006 ；高橋 ・谷

田 ・横谷 ， 2007 ；石 井 ・上 野，2008）と本研 究

の 違 い は、担当教師の よ うな他者 で はなく、質

問紙及 び面接に よ り本人が感 じて い る世界か ら

実態把握 をしたとい う点で ある。 成人 を対象と

した本人調査 はあるが 、実際 に今 、 彼 ・彼女 ら

の 経験 して い る 日常 を捉 えた こ とが本研究 の 意

義で あ っ た と言える の で は な い だ ろ うか 。 また

彼 ・彼女 ら の 困難と い う否定的な視点だけで は

な く、満足感や達成感 と言 っ た肯定的な側面の

実態を明 らか に する こ とが で きた と言えるだ ろ

う。 困難 に 関する ア セ ス メ ン トだ けで は な く適

応的な視点か らの ア セ ス メ ン トが 求め られ る の

で は ない だろ うか 。 学業適応感の 中に は学業満

足 感 、 学業困難感が あ り、今後は特に 学校生活

適応感 と関係する学業満足感に も注 目する こ と

が求め られ る。適応の 背景 を探 る こ と で 、不適

応 を予防し 、 適応を促進す るこ とが期待 され る。

日々 の 授業で わか っ たとい う満足感や勉強が 楽

しい と感 じる為に は 、 や は り従来か ら指摘 され

て い る 「わか らな い 」 とい う困難感を改善す る

必要が あ る と考え られ、そ の為 に も
一

人ひ と り

の 実態 を捉 えた支援が 求め られ る 。
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特別 な教育的 ニ ーズの あ る 中学 生 の 学業適 応 感 と学校生 活適応感の 関係

　最後に学業困難感 と学校生活適応感の 間に有

意な関係が見 られず、学業困難感 と学業満足感

の
一

部に有意な関係が 見 られ た こ とに つ い て

は 、 渡邉 （2009）の 結果 をほぼ支持 したと言え

る 。 渡邉 （2009）で は 、 重回帰分析 とい う手法

の 違い が あるが 、学業満足感のみ が学校生活適

応感に 影響し、学業困難感は学業満足 感に の み

影響 を示 して い る 。 よ っ て 特別な教育的 ニ ーズ

の ある子 どもも定型発達児 と同様の 傾 向がある

こ とが示唆され る 。 しか し こ れ は あ くまで も本

調査 の 対象に おける結果で あ り、 分析手法 も異

な る為、同様の 結果が 得られ る か対象 を変 えて 、

さ らに検証を重 ね る必要 があ る と言 える だ ろ

う。

　 3．今後の 課題

　高橋 ・生方 （2008）の 成 人を対象とした調査

か らは 、 授業参加の 困難 ・不適応 に つ い てチ ェ

ッ ク リス トの評価が高か っ た項 目と して 「優先

順位 を付ける の が とて も苦手で あ り、 課題や作

業をス ム
ーズ に こ なす こ とがで きない が、その

こ とが 理解され ずに不真面 目で努力不足扱い 等

をされ て 辛 い 思 い を した こ とが ある」が挙げ ら

れて い る 。 こ の よ うに実際 の 学校生活に おける

具体的な 困難点を探 り、 そこ を支援する こ とが

求め られ る だろ う。 中学生 を対象 とした面接で

は 、 困 っ て い る時として 「わか らない 時」 と挙

げ る 者が 多 く、一
人 ひ と りの 「わか らな い 」

「で きない 」 と い う場面や 思 い に気づ き 、 支援

する必要が ある 。 学校生活適応 感 と相関が 見 ら

れた 「わか る満足感」や 「勉強が 楽し い 」 とい

うこ とを感 じる為 には 、
つ まず きを軽減 し、で

きる喜びを味わえる ような学習支援 が必要 と さ

れ て い る の で ある 。 こ うした支援 を充実 させ る

為 に は 、

一
人 ひ と りの ニ ーズ に 気づ くこ とが 出

発点 となる 。

　こ れ まで 特別 な教育的 ニ
ーズ の ある児童生徒

を対象 と した学業適応 感と学校生活適応感の 関

係は 明 らか に されて こ なか っ た 。 そこ で 本研究

か らは、古市 （2004）が指摘す る学業適応感 と

学校 生活享受感情や渡邉 （2009）の 指摘する 学

業適応感 と学校生活適応感 の 関係 の
一

部が特別

な教育的 ニ ーズ の ある子 どもに も当て はまる可

能性が示唆された と言える。

　 しか し特別 な教育的ニ ーズの あ る子 どもを対

象と した場合 、 自分自身に対する モ ニ タ リ ン グ

が 難し い 場合が あ る 。 面接に よる言語化や 質問

紙の 尺度を評価するこ とに つ い て も困難が ある

可 能性が 指摘で き る 。本人 か らの 実態把握 と併

せ て 、 先行研究に ある よ うに担 当教 師に判 断を

求める等第 3者に よる評価 も含 めて検討す るこ

とで よ り丁寧な実態把握 がで きる だろ う。 どち

らか
一

方だ けで は不十分 であ り、 両者 の 評価が

求め られ る だ ろ う。 こ の 点は今後の 検討課題 だ

と言 える 。

　大対 ・大竹 ・松見 （2007）は学校適応 ア セ ス

メ ン トの為の 三水準モ デ ル を提唱 して い る 。 水

準 1 で は個人の 行動特徴 を
”
行動的適応

”
と し、

水準 2 で は個 人の 行動に対する環境か らの 強化

を
“
学業的適応

”
及び

’一
社会的適応

”
と し、 水

準 3 で は個人の 行動と環境の 相互作用 の 結果を

“

学校適応
”

と い う 3 段階の 構造 に よ っ て ア セ

ス メ ン トをする もの で あ り、各水準で の ア セ ス

メ ン トが求め られる 。 本研 究で は水準 3 に相当

す る部分を 、 本人 を対象と した面接及 び質問紙

で 捉えた 。 個 人の 特性やお かれ て い る学校生活

の 環境を踏 まえて検討 した。 そ して
一

部の 様子

に つ い て水準 1 や水準 2 に相当する行動観 察や

背景要因を踏まえて検討 した 。 今後 はさらに包

括的な視点か らの 実態把握が 課題 で ある 。

　また 実態把握に と どまらず、今後 は彼 らの 学

業適応 感、学校生活適応感を低下 させ な い 、維

持
・
向上 させ る取組 みが必要で ある 。 その 為に

は
一

人 ひ と りの実態 をよ り丁寧に把握する こ と

が 求め られ る 。 辻 井
・杉 山 ・斉藤 （1999） は、

高機能広汎性発達障害 と学習障害の 子 ど もの学

業上 の 問題を比 較 し、学業上 の 問題が ある割合

の 高 さで は共通 して い るが 、そ の 内容は質的に

異 なるこ とを指摘 して い る 。 高機能PDD の 場合

は 、 心 の 理論 や コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 問題等、

障害特性に よ る認知的 な問題が 学業上 の 困難 と

関係 し て い る。一人 ひ と りの 実態 に応 じて 、学

業上 の 問題 は異な っ て お り、丁寧 に把握 した上
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で支援方針を決定 して い くこ とが 求め られて い

る。適切な支援に よ り学業適応感や 学校生活適

応感 に ど の よ うな影響 を及 ぼす の か 検討 し、

彼 ・彼女 らの 学習面 を支える取組み が必要で あ

ろ う。
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Perception of  academic  achievement  and  school  adaptation  of  students

with special  educational  needs:  Investigation of  special  education  class

    for students  with  emotional  disturbances in junior high school

Haruka  VVATANABE  ftnd Hisao  MAEKAWA

  In this study,  we  investigated actual  situations  concerning  the perception ofacademic  achievement,

which  includes academic  efficacies and  difficulties, along  with  the perception of  school  adaptation.

The subjects  of  the investigation were  students  with  special educational  needs  emotled  in a  special

education  class  in a  regular  junior high school.  These students  were  diagnosed as having or potentially

having developmentat disabilities. We  conducted  this investigation using  interviews and  question-

naires.  The  content  of  these items inclucled their perceptions ofacademic  achievement  such  as  
"I

 eng'oy

studying,"  
"I

 achieve  academic  success,"  
"I

 don7t understand  what  is taught  in class"  and  so on,

Questions regarding  their perceptions of  school  adaptation  included 
"I

 eajoy  school  life" and  so  on.

Results of  the  interviews and  questionnaires indicated the relationships  between perception of

academic  achievement  and  perccption of  school  adaptation,  The subjects  were  asked  somc  questions

when  they perceived academic  efficacy; the most  common  answer  was  
"I

 feel good  when  I understand

what  is taught  in class  and  achieve  academic  success,"  When  asked  about  school  adaptation, students

indicated that they  erijoyed  school  life ifthey were  able  to achieve  academic  success.  Erijoying school

life was  related  to enioying  studying  and  achieving  academic  success.  Moreover, the results  of  the

questionnaire indicated that the perceptions of  academic  efficacy  and  school  adaptation  showed

statistically  significant correlations. However,  academic  difficulties were  not. The subjects were  asked

some  questions when  they perceived academic  difficulty; the most  common  answeT  was  
t`I

 want  to

support  anyone  help when  I don't' understand  what  is taught in class."  However,  academic  difficulties

were  not  correlated  to other  academic  difficulties. In conclusien,  the  perception of  academic

achievement  is the most  important factor for school  adaptation.  Thus, we  should  support  the situations

that lead to academic  efficacy. On  the other  hand, academic  difficulties may  need  unique  individual

support.

Key  words:  perception of  academic  achievement,  students  with  special educational  needs,  interview,

         questionnaire
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